
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

    

               昨年は北関東各地でお世話に

なり、大変ありがとうございま

した。 

                自公政権を退場に追い込ん

だのは、まぎれもなく、国民の

世論、運動と日本共産党の論戦

でした。 

                これからも政治を動かすの

は、国民と日本共産党の共同の

力です。 

                 国会論戦の先頭に立ってきた

一人として、くらしと経済の立 

て直しのために３期目をめざします。 

 後期高齢者医療制度廃止の先送りをやめさせ、労働者派遣法の

「抜本改正」も本当に現場の労働者を救うものにしなければなり

ません。 

 国民の世論をひろげ、普天間基地の無条件閉鎖、新基地建設反

対を、民主党政権に迫りましょう。 

 いよいよ参議院選挙まで半年あまり、現場の声を国会にとど

け、消費税増税阻止、憲法を守るために全力を尽くします。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

 ２０１０年１月 

  日本共産党参議院議員 大門みきし 

        昨年は、みなさんのご支援をいただき、一年間元気に活動をつづける

ことができました。 
        今年も市民の願いにこたえ、くらしを支える市政の実現をめざし、み

なさんと力を合わせがんばります。 
        長引く不況や社会保障の改悪などで市民のくらしが大変になるなか、

沼田市の財政がきびしいということから、各種団体への補助金のカット 
や公共下水道の料金値上げ、乗り合いタクシーの廃止など、市民生活に痛みと負担が押 
しつけられ、不安はますます広がっています。 
 こうした時だからこそ、市の財政再建をすすめるとともに、市民のくらしをしっかり 
と支え、市民の不安を取り除くことに市政が全力を尽くさなくてはなりません。 
 今年もみなさんの声をまっすぐに市政にとどけ、税金の使い方をしっかりチェック 
し、安心してくらせるまちづくりに全力で取り組みます。 
 今年は、参議院選挙の年です。「国民が主人公」の新しい政治を実現させるその第一 
歩とするためにも、日本共産党を大きく躍進させていただきますよう、日本共産党への 
ご支援、お力添えをお願いいたします。 

 派遣切りなどで職を失ったり、多重債務などで悩

む人などの相談や生活支援をおこなう「利根沼田派

遣村 なんでも相談会」が２１日、駅西公園でおこ

なわれ、４０人のボランティアが参加しました。 
６月につづき、 

               今回は２回目の開

催となり、求職活

動や多重債務など

の相談に応じ、大

東議員も相談員と

して参加しまし

た。 

 

 

 

 

 


